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　６月14日～24日、第２回議会定例会を開き、市長提出の報告書12 
（専決2・繰越明許5・土地開発公社の経営状況1・財団法人等の 
経営状況4）、議案10（条例の一部改正4・17年度補正予算3・ 
請負契約2など）を、審議・決定しました。 
　また、議員発議の意見書３を採択して関係機関に送付し、 
議会推薦の農業委員4名を選出しました。　 
 

総
務
常
任
委
員
会 

　
６
月
１
日
〜
３
日 

　
新
潟
県
十
日
町
市
、
長
野
県
須
坂
市
・
上
田
市 

　
・
地
震
災
害
対
策
及
び
雪
害
対
策 

　
・
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
都
市
計
画
の
状
況 

　
・
第
三
セ
ク
タ
ー
「
し
な
の
鉄
道
」
の
運
営
状
況 

 

文
教
常
任
委
員
会 

　
６
月
２８
日
〜
３０
日 

　
埼
玉
県
志
木
市
、
神
奈
川
県
平
塚
市
・ 

　
箱
根
町 

　
・
学
校
教
育
の
社
会
化 

　
・
文
化
財
団
、
ス
ポ
ー
ツ
財
団
の
視
察 

　
・
幼
保
一
元
化
の
現
状 

 

環
境
福
祉
常
任
委
員
会 

　
７
月
４
日
〜
６
日 

　
新
潟
県
上
越
市
・
南
魚
沼
郡
、
石
川
県
小
松
市
、
福
井
県
松
岡
町 

　
・
環
境
に
や
さ
し
い
街
づ
く
り
の
推
進 

　
・
粗
大
ゴ
ミ
併
用
処
理
施
設
の
現
状 

　
・
知
的
障
が
い
者
の
社
会
自
立
の
た
め
の
施
設 

　
・
共
働
き
家
庭
の
増
加
に
伴
う
子
育
て
支
援
の
あ
り
方 

 

産
業
建
設
常
任
委
員
会 

　
７
月
４
日
〜
６
日 

　
長
野
県
小
布
施
町
・
北
安
曇
郡
池
田
町
、
群
馬
県
吾
妻
郡
中
之
条
町 

　
・
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
取
り
組
み 

　
・
下
水
道
施
設
の
視
察 

　
・
吾
妻
森
林
組
合
の
運
営
状
況 

 

●6月議会ひらかれる● 

６
月
議
会 

　 
開
か
れ
る 

御陵幼児園を視察する環境福祉常任委員会委員 
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意
見
書
を
採
択 
国
・
県
に
対
す
る 

議会だより 2005年8月1日発行　第7号 本 巣 市 
●国・県に対する意見書採択● 

　
今
議
会
に
お
い
て
次
の
３
件

の
意
見
書
を
採
択
、関
係
機
関
に

送
付
し
ま
し
た
。 

   

地
方
六
団
体
改
革
案
の 

  

早
期
実
現
に
関
す
る
意
見
書 

 

　
地
方
六
団
体
は
昨
年
、地
方
分

権
の
理
念
に
沿
っ
た
三
位
一
体
改

革
案
を
小
泉
内
閣
に
提
出
し
た
。 

　
政
府
・
与
党
の
税
源
移
譲
案
は
、

移
譲
額
を
概
ね
３
兆
円
と
し
そ
の

約
８
割
を
明
示
し
た
が
、残
り
は

先
送
り
さ
れ
て
い
る
。 

　
よ
っ
て
、政
府
に
お
い
て
は
、残

さ
れ
た
課
題
に
つ
い
て
、地
方
六
団

体
の
提
案
を
踏
ま
え
、改
革
案
の

実
現
を
求
め
る
。 

１
、　
概
ね
３
兆
円
規
模
の
税
源

　 

移
譲
を
確
実
に
実
現
す
る
こ 

　  

と
。 

２
、　
生
活
保
護
費
負
担
金
、義

　 

務
教
育
費
国
庫
負
担
金
等
の

　 

最
終
的
取
り
扱
い
は
、「
国
と

　 

地
方
の
協
議
の
場
」で
協
議
・

　 

決
定
す
る
と
と
も
に
、国
庫
負

　 

担
率
の
引
き
下
げ
は
絶
対
認

　  

め
ら
れ
な
い
。 

３
、　
地
方
六
団
体
の
改
革
案
を

　  

優
先
し
て
実
施
す
る
こ
と
。 

４
、　
平
成
19
年
度
か
ら
21
年
度

　 

ま
で
の
第
２
期
改
革
案
に
つ
い

　 

て
政
府
の
方
針
を
早
期
に
明

　  

示
す
る
こ
と
。 

５
、　
地
方
交
付
税
制
度
に
つ
い

　 

て
は
、地
方
交
付
税
総
額
を
確

　 

保
す
る
と
と
も
に
、財
源
保
障

　 
機
能
、財
源
調
整
機
能
を
充

　 
実
強
化
す
る
こ
と
。 

　
　
　
　
　（
賛
成 

44
、反
対
３
） 

   

地
方
議
会
制
度
の 

  

充
実
強
化
に
関
す
る
意
見
書 

 

　
地
方
分
権
や
市
町
村
合
併
、三

位
一
体
改
革
な
ど
が
す
す
め
ら
れ

る
中
で
、地
方
議
会
の
役
割
は
重

要
性
を
増
し
て
い
る
。住
民
自
治

の
代
表
機
関
で
あ
る
議
会
の
機
能

の
更
な
る
充
実
と
活
性
化
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。そ
の
た
め
に
は
解
決 

す
べ
き
様
々
な
制
度
的
課
題
が
あ

る
。 

　
よ
っ
て
国
に
お
い
て
は
、地
方
議

会
の
権
能
強
化
・
活
性
化
の
た
め
、

抜
本
的
な
制
度
改
革
を
図
る
よ

う
求
め
る
。 

①
　
議
長
に
議
会
招
集
権
を
付

　 

与
す
る
こ
と
。 

②
　
委
員
会
に
も
議
案
提
出
権

　 

を
認
め
る
こ
と
。 

③
　
議
会
に
付
属
機
関
の
設
置

　
を
可
能
と
す
る
こ
と
。 

　
　
　
　
　
　
　
　（
全
員
賛
成
） 

   

岐
阜
県
土
砂
等
埋
立
て
等
に 

  

よ
る
土
壌
の
汚
染
及
び
災
害
の 

  

発
生
の
防
止
に
関
す
る 

  

規
制
強
化
に
対
す
る
意
見
書 

 

　
土
壌
汚
染
な
ど
不
法
行
為
に

対
し
て
は
、県
民
の
機
敏
な
情
報

の
提
供
、県
の
強
力
な
取
り
組
み

が
求
め
ら
れ
る
。 

　
よ
っ
て
次
の
事
項
を
強
化
す
る

よ
う
要
望
す
る
。 

１
、　
県
土
砂
等
埋
立
て
等
に
よ

　 

る
土
壌
の
汚
染
及
び
災
害
の

　 

発
生
の
防
止
に
関
す
る
条
例

　 （
仮
称
）を
制
定
す
る
こ
と
。 

２
、　
条
例
制
定
に
当
た
っ
て
、①

　 

汚
染
の
未
然
防
止
や
拡
大
防

　 

止
な
ど
予
防
的
視
点
を
盛
り

　 

込
む
こ
と
、②
土
壌
汚
染
調

　 

査
と
汚
染
除
去
等
の
措
置
、

　 

汚
染
原
因
者
、
土
地
所
有

　 

者
の
責
任
を
明
記
す
る
こ
と
。 

３
、　
調
査
対
象
を
廃
棄
物
処
分

　 

場
等
の
土
壌
汚
染
の
あ
る
全

　 

て
の
土
地
と
し
、廃
止
時
の
み

　 

な
ら
ず
土
地
改
変
時
操
業
中

　 

の
工
場
、事
業
所
に
も
調
査

　 

を
義
務
づ
け
る
こ
と
。 

４
、　
県
知
事
の
調
査
・
措
置
命

　 

令
に
つ
い
て
、市
長
、住
民
の
申

　 

し
入
れ
る
権
利
を
明
記
す
る

　  

こ
と
。 

５
、　
調
査
結
果
や
措
置
内
容
を

　  

全
て
住
民
に
公
表
す
る
こ
と
。 

　
　
　
　
　
　
　
　（
全
員
賛
成
） 
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委員会活動 

常任委員会 
総　務 
常任委員会 
（6月１6日） 

総　務 

審査付託案件 
１． 市税条例の一部改正 

　　　　　　（所得税非課税の範囲から65歳以上を除く）→賛成多数 

２． 消防団員等公務災害補償条例の一部改正 

　　　　　　　　　　（手指・眼の障害の等級引き上げ）→全員賛成  

３． 消防団員の退職報償金の支給に関する条例の一部改正 

　　　　（分団長・副分団長・部長・班長を2千円引き上げ）→全員賛成 

17年度一般会計補正予算（審議） 
県が合併支援交付金の補助対象事業を、今年になって変えたの
はなぜか。 
知事がかわり、方針の変更があったためだと思う。 
「おかしい」という議会の意向が県に伝わったので、防災行政無線整
備に認められることになった。（都築紡跡地の購入には認めないが） 
防災マップ作成委託料（170万円余）が、前回提示の金額より多
くなったわけは。 
マップを、南北２枚に分けてつくるため。 
 
 

▲付託案件を審議する委員 

常任委員会 
産業建設 
常任委員会 
（6月１6日） 

産業建設 

審議事項 
１．西部連絡道について 
　説明――16年度に真正・糸貫工区の用地買収、17年度に 
　　　　　本巣工区の測量と用地買収をおこなう。 

２．16年度繰越明許（林道整備・災害復旧）について 
　説明――大井能郷線・猪ノ谷線は、5月末に完成した。 

３．上水道について 
　説明――真正第１・２浄水場の水質検査を行った。六価クロム、フッ素とも異常なし。 

◎会議終了後、現地視察（２箇所）を行いました。 

路肩の法面は、どうするのか。 
特別委員会の要望もあり、維持管理を考えて、Ｌ型擁壁で行きたい。 
整備済の所との整合性もあるので、山口まで早く完成を。 
補助対象にならない部分もあり、費用もおおくかかる。見直しをする。 
（メガモール周辺）157号線の混雑、南からくる人の対策は。 
60km／H → 50km／Hで流れる計算で整備する。 

県道路肩の草刈等は。 
県が、年間契約で維持管理を委託している。 

４．下水道について 
一般的な水質検査はやらないのか。 
環境部で行う。 

▲建設中の真正浄化センターを視察する委員 

議会だより 2005年8月1日発行　第7号 本 巣 市 
●委員会活動● 
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市議会には4つの常任委員会があります。 
今回は6月17日までの活動の主なものを報告します。 

常任委員会 
環境福祉 
常任委員会 
（6月１7日） 

環境福祉 

審査付託議案 
１． 出産祝金支給に関する条例の一部改正 → 全員賛成 
　（決定の取消・返還　受給後1年 → 出産後1年に） 
１．協議事項　 
①「フェロシルト」について　これまでの経過と今後の対応について、 
　執行部より説明を受けた。（詳細は特別委員会の項をみてください） 
②16年度環境総合調査について 
　説明―・河川、工場廃水、悪臭について実施…結果は分庁舎・支所に 
　　　　・河川等は、全体としてきれいである。 

17年度一般会計補正予算（審議） 

結果は広報に載せるのか。 
数値が高い（水がきれい）ので、今のところ考えていない。 
要望：「よい」ことを、広報などで知らせてほしい。 
降下煤塵は、でる日とでない日がある。5月の連休に車に積もった日があった。 
地元の情報も、知らせてほしい。 
「ほたる」の生息調査はやっているか。 
環境部ではやっていない。 
公害防止協定締結事業所の実態は。 
細かい内容は把握していない。問題がおきた時、企業に資料の提供を要請する。 
2社（本巣地域）と協定締結に向けて調整中。 

▲建設中の井ノ口会「フレンドリーおりべ」を 
視察する委員 

◎11時から現地視察（１箇所）を行った。 

◎会議終了後、現地視察（2箇所）を行った。 

常任委員会 
文　教 
常任委員会 
（6月１7日） 

文　教 

審議事項 
心のサポーター事業を、父兄は知らない。啓蒙して、周知を。 
9月から2名が活動している。教育相談員も中学校に在校。 
該当の父兄に知らせて、活用してもらう。 
図書費が、各学校とも減っている。昨年比と減った理由を。 
充足率は、学級数で国がきめている。ほとんどの学校は150％をこえ
ているため減らした。今年、学級数が増えたために100％をきったとこ
ろは、対応する。 
古い図書は廃棄しながら、新しいものをいれている。 
消耗品費が削られ、紙代もないのでは。父兄から集めるのか。 
教育活動に支障がないというギリギリの線で、学校とはなしあった。 
父兄から徴収することはない。 
要望：予算を削った結果、格差が出ていないか確認して、18年
　　  度予算にいかせ。 
公民館、学校施設、体育施設の貸し出しの受付に差が生じていないか。 
臨時職員は一部削減したので、受付業務は多くなったと思う。 
職員が慣れれば、大丈夫ではないか。 
要望：決定に時間がかかる。重複申し込みなどが解消しない。対処を。 ▲改築中の本巣中学校を視察する委員 

議会だより 2005年8月1日発行　第7号 本 巣 市 
●委員会活動● 

ゲートボール場……将来、公民館敷地として無償貸与する。（ストックヤード建設の条件） 
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●特別委員会の報告● 

西部連絡道路建設特別委員会（5月18日） 

１．道路の概要と施行計画 
小柿地内瑞穂市境 → 山口地内の９．７ｋｍ、道幅　９．２５ｍ・２車線・片側歩道 
改良延長　６．１ｋｍ、残りは整備済の現道を利用（一部手直し） 
１６年度～１９年度の４年間で施行 

環境対策特別委員会（6月20日） 

「フェロシルト」対策について協議 

現在までの検査の結果 

経緯　3月２９日　　市民団体より情報公開の請求があり、県が各所に照会 
　　　５月１９日　　農林商工事務所が、埋設箇所を確認 
　　　６月１０日　　県から現地調査の依頼を受け、市職員３人・岐阜地域農林商工 
　　　　　　　　　事務所２人・岐阜地域振興局４人・不適正処理対策室２人で現場確認 
　　　６月１３日　　地権者に掘削の了解をもらう 
　　　６月１４日　　岐阜地域振興局４人、県公衆衛生検査センター２人、石原産業３人、
　　　　　　　　　関係者、立会い 
　　　　　　　　４箇所から約30kgの検体・南側下流域２箇所から井戸水を採取 
　　　６月１６日　　早野地区住民に「緊急のお知らせ」チラシを配布（約120枚） 
　　　6月１７日　　環境福祉・文教常任委員会で検査結果を公表。 
　　　　　　　　　県が本巣市内（本巣市早野の農地）でも使用されていたと発表。 
　　　　　　　　　早野地区住民に「緊急のお知らせ」のチラシを配布。 

２． 総事業費――２８億６千万円 

◎要望――・道路法面のＬ型擁壁等への変更（将来的な維持管理をかんがえて） 
　　　　　 ・国道303号付近の工事は、交差点改良を含めた計画に 

◎今後検査機関と連絡をとり、検査結果を早く公表できるよう要望。 
　一時転用について、地権者の責任を明確にさせよなどの意見もあった。 
 

１６年度…………  ５億１千８百万円　用地及び補償（3,000ｍ）・測量及び試験費 
１７年度…………  ８億１千５百万円　工事施工（小柿1,000ｍと303号から900ｍ） 
　　　　　　　　　　　　　　　  用地及び補償（2,600ｍ）・測量及び試験費 
１８年度以降……１５億２千７百万円　本工事 4,200ｍ 
　　　　　　　　　　　　　　　  用地及び補償　500ｍと実施設計 

・ 六価クロムと井戸水のフッ素は基準以下。　　・ 土壌のフッ素は基準値の3倍弱。 
・ 土壌中の重金属などは検査中。 
今後の対応……・検査結果を住民に知らせる 
・ 県を通じて、石原産業に撤去を要請 

特
別
委
員
会
の
報
告
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瀬
川 

治
男
議 

員 
18議員が一般質問に立つ 

土
砂
埋
め
立
て
、
事
業
者
・

土
地
所
有
者
の
責
任
明
記
を 

　
砂
利
採
取
が
廃
棄
物
投
棄
の
隠

れ
蓑
に
な
ら
な
い
よ
う
、
指
導
要

綱
で
事
業
者
・
土
地
所
有
者
の
責

務
の
明
記
を
。 

　
「
千
葉
県
土
砂
等
の
埋
め
立
て

等
に
よ
る
土
壌
汚
染
及
び
災
害
の

発
生
の
防
止
に
関
す
る
条
例
」
同

等
条
例
の
岐
阜
県
で
の
制
定
要
望

へ
の
感
想
は
。 

　
産
業
廃
棄
物
総
合
的
監
視
の
た

め
、
監
視
カ
メ
ラ
の
活
用
を
。 

　
高
齢
者
の
粗
大
ゴ
ミ
搬
出
の
改
善
を
。 

　    

所
有
者
の
責
務
明
記
を
検
討 

　
島
田
・
市
民
環
境
部
長 

服
部
・
産
業
建
設
部
長 

　
所
有
者
の
責
務
を
盛
り
込
む
要

綱
の
一
部
改
正
を
検
討
し
ま
す
。

千
葉
県
の
よ
う
な
岐
阜
県
条
例
が

で
き
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。 

　
不
法
投
棄
監
視
カ
メ
ラ
を
導
入
、

24
時
間
監
視
体
制
を
す
す
め
ま
す
。 

　
高
齢
者
の
粗
大
ゴ
ミ
搬
送
は
地

域
の
相
互
援
助
で
。 

 

都
築
紡
跡
地
の
利
用
と 

防
災
基
地
づ
く
り
に
つ
い
て 

　
跡
地
の
利
用
計
画
の
一
つ
と
し

て
防
災
基
地
の
利
用
が
あ
り
ま
す

が
、
国
・
県
・
周
辺
地
域
と
の
調

整
を
。
例
え
ば
、
食
料
、
飲
料
水
、

仮
設
住
宅
、
発
電
機
等
エ
ネ
ル
ギ

ー
備
蓄
。
岐
阜
・
瑞
穂
・
大
垣
市

等
と
の
役
割
分
担
を
検
討
し
て
は
。 

 

市
の
基
幹
防
災
倉
庫
を 

視
野
に
用
途
検
討 

　
土
川
・
総
務
部
長 

　
市
の
基
幹
防
災
倉
庫
の
設
置
を
視

野
に
お
き
な
が
ら
用
途
を
検
討
し
ま
す
。

周
辺
各
市
町
と
は
相
互
防
災
協
定
を

締
結
し
て
お
り
そ
の
中
で
検
討
し
ま
す
。 

 

サ
サ
ユ
リ
号
宝
珠
ハ
イ
ツ
高
齢
者
の

ト
ミ
ダ
ヤ
へ
の
ア
ク
セ
ス
確
保 

 

復
活
を
検
討 

高
橋
・
企
画
部
長 

①
合
併
新
市
本
巣
市
と
市
長
の
自
己
評
価
は 

②
本
巣
市
の
個
人
情
報
保
護
法
へ
の
対
策
と
、I
T
体
制
に
つ
い
て 

③
新
町
・
文
殊
団
地
か
ら
岐
阜
市
へ
の
道
路
整
備
に
つ
い
て 

そ
の
他
の
質
問 

地
域
の
安
全
は 

①
最
近
、
バ
ス
事
故
が
多
発
し
て

　
い
ま
す
。
市
委
託
の
バ
ス
会
社

　
に
対
し
て
の
対
応
は
。 

②
地
域
の
安
心
、
安
全
の
た
め
、

　
パ
ト
カ
ー
色
に
青
色
回
転
灯
を

　
装
着
し
た
車
両
に
よ
る
防
犯
体

　
制
は
。 

③
災
害
時
に
活
躍
す
る
単
車
、
四

　
駆
車
を
配
置
で
き
ま
せ
ん
か
。 

 

青
色
回
転
灯
の
装
着
を
検
討 

　
高
橋
・
企
画
部
長 

①
バ
ス
事
業
者
に
運
転
者
教
育
の

　
徹
底
等
、
安
全
管
理
を
図
り
、

　
安
全
運
転
に
努
め
る
よ
う
要
請

　
を
し
て
い
ま
す
。 

②
現
在
パ
ト
カ
ー
色
の
公
用
車
を

　
一
台
所
有
し
て
お
り
、
青
色
回

　
転
灯
の
装
着
を
検
討
し
ま
す
。 

③
今
後
、
公
用
車
の
更
新
時
に
各

　
庁
舎
へ
の
配
備
を
考
慮
し
ま
す
。 

市
小
口
融
資
条
例
の
現
状
は 

　
市
内
企
業
者
の
利
用
状
況
と
金

額
は
。 

　
厳
し
い
状
況
の
お
り
か
ら
利
子

補
給
、
保
証
料
の
補
助
は
で
き
ま

せ
ん
か
。 

 

制
度
の
ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
す 

　
服
部
・
産
業
建
設
部
長 

　
市
小
口
融
資
条
例
は
、
合
併
に

伴
い
、
根
尾
村
か
ら
引
き
継
が
れ

制
定
さ
れ
て
お
り
、
市
で
は
新
た

な
融
資
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

現
在
の
利
用
状
況
は
返
済
中
の
も

の
が
三
件
あ
り
、
年
度
末
残
高
は

７，
１
０
３，
８
０
０
円
で
す
。 

　
県
小
口
融
資
利
率
よ
り
０.

０
５

％
低
く
な
っ
て
お
り
、
制
度
の
Ｐ

Ｒ
に
努
め
ま
す
。 

一
　
般
　
質
　
問 

議会だより 2005年8月1日発行　第7号 本 巣 市 
●一般質問● 

6月定例議会 
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①
道
路
の
街
路
樹
の
維
持
管
理
。 

②
根
尾
川
の
洪
水
対
策
と
堤
防
の
強
化
に
つ
い
て
。 

そ
の
他
の
質
問 

園
部 

隆
雄
議 

員 

大
熊 

和
久
子
議 

員 

東
海
環
状
自
動
車
道
の
本
巣

区
間
の
建
設
時
期
は
い
つ
か 

　
こ
の
自
動
車
道
は
す
で
に
、東
は

関
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
ま
で
開
通
し
て
い

ま
す
。岐
阜
御
望
山
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い

て
、路
線
の
変
更
な
ど
問
題
が
起
き

て
い
ま
す
が
、そ
の
影
響
が
あ
り
ま
す

か
。 

 

明
確
に
は
で
き
ま
せ
ん 

　
内
藤
・
市
長 

　
検
討
会
の
結
果
に
よ
る
た
め
、現

在
明
確
に
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
。

事
業
の
促
進
に
つ
い
て
は
国
・
県
に
要

望
し
て
い
く
と
と
も
に
、関
係
す
る

道
路
網
の
整
備
や
、イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
周
辺
の
土
地
利
用
等
の
計
画
を
進

め
て
い
き
ま
す
。 

         

市
内
電
話
番
号
の
一
本
化
は 

　
現
在
、市
内
の
電
話
局
番
が
旧
本

巣
町
と
根
尾
村
、旧
真
正
町
と
糸
貫

町
が
違
い
ま
す
が
、統
一で
き
ま
せ
ん
か
。 

　
電
話
番
号
の
再
編
成
に
つ
い
て
、ど

ん
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
か
。 

 

周
知
期
間
も
含
め
、 

概
ね
２
年
程
度
必
要 

　
高
橋
・
企
画
部
長 

　
平
成
15
年
８
月
に
市
内
全
域
を

岐
阜
局
の「
０
５
８
」に
統
一
す
る
方

向
で
調
整
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。根
尾
・

本
巣
両
地
域
の
59
全
て
の
自
治
会
及

び
根
尾
村
・
本
巣
町
の
両
商
工
会
か

ら
、市
外
局
番
統
一
に
つ
い
て
の
同
意

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

　
新
局
番
が
決
定
す
る
ま
で
に
は
、

要
望
書
を
提
出
後
、周
知
期
間
を
含

め
て
、概
ね
２
年
程
度
必
要
と
な
り

ま
す
。 

       

各
自
治
会
か
ら
の
工
事
施
工
の

要
望
へ
の
対
応
は 

　
新
市
建
設
計
画
に
基
づ
き
、
厳

し
い
財
政
の
中
で
こ
れ
か
ら
事
業

に
投
資
さ
れ
て
い
き
ま
す
。 

　
住
民
に
身
近
な
生
活
基
盤
の
整

備
、
環
境
の
改
善
、
地
域
の
安
全

に
係
る
各
自
治
会
が
直
面
す
る
課

題
を
ま
と
め
、
市
に
工
事
施
工
申

請
を
提
出
し
早
期
実
現
を
要
望
し

て
い
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
が
、
市

の
対
応
及
び
考
え
方
は
。 

 

緊
急
性
の
高
い
も
の
か
ら 

計
画
的
に 　

服
部
・
産
業
建
設
部
長 

　
地
域
の
実
情
を
考
え
ま
す
と
一

日
で
も
早
い
施
行
が
望
ま
れ
、
特

に
道
路
、
河
川
な
ど
の
維
持
修
繕

工
事
は
、
市
民
の
安
全
確
保
や
、

生
活
環
境
整
備
を
考
え
た
時
、
早

期
の
対
応
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り

ま
す
。 

　
今
後
も
緊
急
性
の
高
い
も
の
か

ら
計
画
的
に
進
め
た
い
と
考
え
ま

す
。 

●一般質問● 
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吉
村 

優
議 

員 

後
藤 

寿
太
郎
議 

員 

真
正
廃
棄
物
処
理
施
設
の 

今
後
は 

　
現
在
あ
る
焼
却
施
設
周
辺
は
、

公
共
施
設
・
住
宅
が
建
ち
土
地
の

高
度
利
用
が
進
み
、
環
境
へ
の
悪

影
響
を
懸
念
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
施
設
の
老
朽
化
も
進
ん
で

い
て
、
今
後
い
つ
ま
で
の
稼
働
を

考
え
て
い
ま
す
か
。 

 

本
巣
地
域
の
中
間
処
理
破
砕

施
設
が
完
成
す
る
ま
で 

　
島
田
・
市
民
環
境
部
長 

　
平
成
16
年
度
の
粗
大
ご
み
・
可

燃
物
の
搬
入
処
分
量
は
、
82
ト
ン

で
焼
却
処
分
し
て
い
ま
す
。
16
年

度
と
本
年
度
で
耐
火
レ
ン
ガ
の
修

繕
を
し
て
い
ま
す
。
補
修
を
加
え

て
い
け
ば
、
20
年
程
度
の
使
用
に

耐
え
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。 

　
本
巣
地
域
の
施
設
が
完
成
す
れ

ば
、
再
検
討
を
し
ま
す
。 

旧
真
正
政
田
住
宅
跡
地
等
の 

活
用
計
画
は 

　
政
田
住
宅
と
、
旧
根
尾
村
み
ど

り
団
地
北
側
一
角
の
土
地
が
未
利

用
地
で
あ
る
が
利
用
計
画
は
。 

①
政
田
住
宅
跡
地
等
の
将
来
は
。 

②
そ
の
他
に
未
利
用
地
は
あ
る
か
。 

③
年
間
の
総
維
持
費
は
。 

 

市
の
総
合
計
画
で 　

高
木
・
助
役 

①
政
田
住
宅
は
新
市
の
総
合
計
画

　
の
中
で
、
み
ど
り
団
地
の
分
譲

　
地
は
引
き
続
き
P
R
用
看
板
を

　
設
置
し
売
却
に
つ
と
め
ま
す
。 

②
旧
本
巣
町
の
神
海
団
地
跡
地
、

　
中
谷
団
地
跡
地
、
旧
糸
貫
町
の

　
数
屋
工
業
団
地
内
用
地
が
あ
り

　
ま
す
。 

③
除
草
等
の
維
持
管
理
費
は
、
約

　
76
万
8
千
円
で
す
。 

 

畦
畔
管
理
の
モ
デ
ル
事
業
、 

３
年
目
が
終
わ
る
が 

　
旧
本
巣
町
の
平
成
15
年
度
か
ら
の

モ
デ
ル
事
業
で
ム
カ
デ
芝
種
子
を
ま

き
雑
草
を
押
さ
え
、畦
畔
等
の
管
理

省
力
化
の
成
果
を
み
た
が
、今
後
の

考
え
は
。 

 

有
効
性
が
認
め
ら
れ
、 

ム
カ
デ
芝
を
普
及
さ
せ
る
た
め 

施
策
を
検
討
し
た
い
。 

　
服
部
・
産
業
建
設
部
長 

　
実
証
実
験
し
て
い
る
の
は
、セ
ン
チ

ピ
ー
ド
グ
ラ
ス（
和
名
ム
カ
デ
芝
）で
、

旧
本
巣
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
取
り
組

ん
で
頂
い
て
い
ま
す
。今
年
で
3
年
目

を
迎
え
成
績
良
好
な
場
所
は
6
月

初
旬
で
ほ
ぼ
目
的
を
満
た
す
状
況
で

す
。今
後
は
農
業
者
自
ら
管
理
対
策

に
取
り
組
ま
れ
る
姿
が
重
要
と
考
え

ま
す
。 

 

福
祉
バ
ス
「
さ
さ
ゆ
り
号
」
の

運
行
は 

①
北
部
老
人
の
足
と
し
て
の
福
祉
バ
ス

　
を
住
民
全
て
が
利
用
で
き
な
い
か
。 

②
南
部
線
運
行
の
復
活
を
。 

身
障
者
・
老
人
の
制
限
規
定
を
廃
止
し
た
。 

　
高
橋
・
企
画
部
長 

①
「
サ
サ
ユ
リ
号
」は
平
成
16
年
2

　
月
1
日
に
本
巣
市
行
政
福
祉
バ
ス

　
の
運
行
及
び
管
理
に
関
す
る
要

　
綱
を
整
備
し
ど
な
た
で
も
乗
る

　
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

②
「
も
と
バ
ス
」の
運
行
方
針
に
つ
い
て
抜

　
本
的
に
見
直
し
総
合
的
に
検
討
し
ま
す
。 

 

市
内
特
殊
学
級
生
徒
の 

校
外
活
動
・
交
通
手
段
は 

　
市
内
の
知
的
障
が
い・
情
緒
障
が
い

の
児
童
・
生
徒
は
年
２
回
岐
阜
地
区

連
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
出
場
し
ま
す
。 

　
そ
の
交
通
手
段
に
行
政
バ
ス
は
使

用
で
き
ま
せ
ん
か
。 

 

行
政
バ
ス
は
目
的
外
使
用
に
関
す
る 

要
綱
が
あ
り
、該
当
す
れ
ば
利
用
可
。 

　
土
川
・
総
務
部
長 

　
本
巣
市
に
な
っ
て
全
小
中
学
校
の
教

育
予
算
の
中
に
予
算
措
置
が
し
て
あ
り

ま
す
。そ
の
中
で
対
応
す
る
か
、本
巣
市

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
規
則
の
中
で
の
利
用

も
、教
育
委
員
会
が
認
め
た
場
合
は
利

用
で
き
ま
す
の
で
調
整
し
て
頂
き
ま
す
。 

 

一
　
般
　
質
　
問 

議会だより 2005年8月1日発行　第7号 本 巣 市 
●一般質問● 
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本
巣
市
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
条
例
に
追
加
を（
落
書
き
に
つ
い
て
） 

そ
の
他
の
質
問 

若
原 

敏
郎
議 

員 

大
西 

徳
三
郎
議 

員 

本
巣
市
に
お
け
る 

観
光
開
発
の
目
玉
は 

　
他
市
町
村
で
も
観
光
開
発
・
特

産
品
の
P
R
等
客
の
勧
誘
合
戦
で

必
死
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　 

　
本
市
も
早
急
に
観
光
開
発
の
分

野
に
傾
注
す
べ
き
で
は
。
　
　
　 

①
担
当
職
員
は
何
名
で
。 

②
本
市
の
奨
励
地
・
特
産
品
は
。 

③
樽
見
鉄
道
の
利
用
者
増
は
観
光

　
客
に
期
待
で
き
ま
せ
ん
か
。 

 

P
R
は
、仮
称 

「
美
濃
メ
ガ
モ
ー
ル
」
内 

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
で 

　
内
藤
・
市
長 

①
商
工
観
光
課
職
員
4
名
が
担
当
。 

②
観
光
地
は
、
「
国
指
定
　
天
然

　
記
念
物
淡
墨
桜
」
他
、
自
然
を

　
生
か
し
た
観
光
振
興
と
、
南
部

　
地
域
の
商
業
開
発
を
原
動
力
に

　
元
気
な
地
域
づ
く
り
を
図
り
ま

　
す
。 

③
商
業
施
設
の
新
駅
設
置
で
、
施

　
設
従
業
員
・
利
用
客
で
乗
客
増

　
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を 

増
進
さ
せ
る
に
は 

　
研
修
地
十
日
町
市
で
、
大
震
災
時

の
避
難
所
生
活
で
は
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
大
切
と
教
わ
り
ま
し
た
。 

　
旧
真
正
地
域
で
は
実
験
公
民
館
と

幹
部
研
修
会
制
度
に
よ
り
、
区
活
動

の
レ
ベ
ル
を
維
持
し
て
き
た
こ
と
が

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
増
進
の
一
助

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
制
度

が
廃
止
さ
れ
た
後
の
指
導
は
。 
 

公
民
館
活
動
は
大
切
な
も
の
と 

認
識
し
て
い
る 

　
堀
部
・
教
委
事
務
局
長 

　
真
正
地
域
の
実
験
公
民
館
は
、
長
い

間
実
施
さ
れ
大
い
に
意
義
が
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
発
表
の
機
会
を
通
じ
て
地

域
づ
く
り
も
進
展
し
た
こ
と
に
よ
り
、

初
期
の
目
的
は
達
成
と
し
、
16
年
度
で

廃
止
と
な
り
ま
し
た
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
は
自
治
会
の
公
民
館
活
動
、
運
営

を
構
成
メ
ン
バ
ー
が
自
ら
考
え
推
進
し

て
い
く
中
で
育
つ
と
考
え
、
今
後
も
支

援
体
制
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。 

名
鉄
揖
斐
線
敷
地
の 

活
用
策
は 

　
3
月
末
に
撤
退
し
た
名
鉄
揖
斐

線
の
敷
地
は
、
政
田
駅
・
真
桑
駅

の
周
辺
は
利
用
価
値
が
高
い
で
す
。 

　
こ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
れ
ば
、
負

の
遺
産
と
な
り
、
本
市
の
イ
メ
ー

ジ
ダ
ウ
ン
に
も
な
り
ま
す
。 

　
今
後
、
ど
の
よ
う
に
対
処
し
ま

す
か
。 

　   
 

土
地
の
一
括
購
入
が
前
提 

　
高
木
・
助
役 

　
所
有
す
る
土
地
を
一
括
購
入
し

て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
て
お
り
、
道

路
等
の
拡
張
に
か
か
る
部
分
的
な

買
収
に
つ
い
て
は
、
一
括
購
入
の

意
思
を
示
し
た
後
応
じ
る
、
と
説

明
を
受
け
て
い
ま
す
。
沿
線
市
町

で
構
成
す
る
「
岐
阜
地
域
公
共
交

通
等
調
査
検
討
協
議
会
」
で
、
軌

道
敷
の
購
入
も
含
め
取
り
扱
い
の

調
査
研
究
を
行
い
、
方
向
性
を
示

す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

   

東
海
環
状
道
ル
ー
ト
変
更
に 

対
す
る
見
解
は 

　
御
望
山
調
査
検
討
会
で
専
門
委

員
は
、
御
望
山
ト
ン
ネ
ル
の
掘
削

が
斜
面
の
安
全
性
に
影
響
を
与
え

る
と
指
摘
し
、
ル
ー
ト
変
更
の
報

告
を
し
ま
し
た
。
 

　
ル
ー
ト
の
変
更
は
、
本
市
に
重

大
な
影
響
を
与
え
ま
す
が
、
ど
の

よ
う
な
認
識
・
見
解
で
す
か
。 

　   
 

「
ル
ー
ト
変
更
」
は
影
響
あ
り 

　
内
藤
・
市
長 

　
東
海
環
状
自
動
車
道
は
、
本
市

の
発
展
に
重
要
な
道
路
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。 

　
ル
ー
ト
の
変
更
が
事
業
の
進
捗

に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
も
あ
り
、

今
後
の
国
の
動
向
を
注
意
深
く
見

守
り
た
い
と
か
ん
が
え
て
い
ま
す
。 

●一般質問● 
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高
橋 

秀
和
議 

員 

翠 

幸
雄
議 

員 

安
全
で
安
心
で
き
る 

乳
幼
児
の
育
成
は 

　
乳
幼
児
保
育
・
教
育
の
体
制
に
つ
い
て
、

総
合
的
な
見
直
し
が
必
要
な
の
で
は
。 

モ
デ
ル
事
業
の
結
果
等
で 

見
直
し
を
し
ま
す 

　
宇
野
・
健
康
福
祉
部
長 

　
幼
稚
園
、
保
育
園
の
二
元
体
制

と
、
施
設
を
共
有
す
る
一
元
体
制

を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
い
ず
れ
の
形

態
が
最
善
で
あ
る
か
、
現
在
実
施
中
の

幼
保
一
元
化
モ
デ
ル
事
業
の
結
果
、
国

の
動
向
を
ふ
ま
え
て
見
直
し
て
い
き
た
い
。 

 

大
型
シ
ョ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
進
出

に
よ
る
、青
少
年
へ
の
影
響
は 

　
美
濃
メ
ガ
モ
ー
ル
の
進
出
に
よ
り
、
青

少
年
や
学
校
等
の
不
安
感
に
対
す
る
対
応
は
。 

安
全
確
保
を
第
一
に 

　
高
橋
・
教
育
長 

　
交
通
事
情
の
変
化
、
不
特
定
多
数

の
人
々
の
出
入
り
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

学
校
外
で
の
生
活
に
お
け
る
安
全
確

保
が
肝
心
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
児
童
・
生
徒
の
安
全
意
識
を
一
層

高
め
る
と
と
も
に
、
教
職
員
の
危
機

管
理
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。 

 

総
合
計
画
の
現
在
状
況
と 

実
施
計
画
の
発
表
時
期
は 

基
本
構
想
素
案
・ 

基
本
計
画
素
案
の
立
案 

　
高
木
・
助
役 

　
第
一
次
総
合
計
画
は
、
基
本
構
想
10

年
間
・
基
本
計
画
5
年
間
と
し
、
平
成

16
・
17
年
度
の
2
ヵ
年
で
策
定
し
ま
す
。 

　
市
民
意
識
調
査
等
の
実
施
と
分

析
、
市
の
状
況
と
課
題
の
把
握
、

主
要
事
業
の
調
査
を
実
施
し
、
素

案
を
立
案
し
ま
し
た
。 

　
実
施
計
画
は
、
向
こ
う
3
年
間
の

具
体
的
な
事
業
内
容
を
定
め
、
毎
年

度
ロ
ー
リ
ン
グ
方
式
に
よ
り
作
成
し

て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
と
ま
っ
て
い

な
い
た
め
、
発
表
で
き
ま
せ
ん
。 

 

総
合
計
画
と
財
政
計
画
と
の
関
係
は 

整
合
性
も
視
野
に
入
れ
て 

　
高
木
・
助
役 

　
財
政
の
裏
付
け
が
あ
っ
て
の
実

施
計
画
と
な
り
ま
す
。 

　
今
後
、
財
政
計
画
と
の
整
合
性
も
十

分
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

根尾地域 

本巣地域 

糸貫地域 

真正地域 

市合計 

247 

197 

8 

169 

621

26 

253 

593 

140 

1,012

273 

450 

601 

309 

1,633

■平成17年4月1日現在の消火栓設置数 
地域名 50mm 65mm 計 

消
火
栓
の
設
置
と 

口
径
変
更
は
ど
の
よ
う
に 

な
っ
て
い
ま
す
か 

　
消
火
栓
の
口
径
が
50
㎜
、
65
㎜

と
自
治
会
の
中
で
も
バ
ラ
バ
ラ
に

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
使
用

方
法
・
取
り
扱
い
等
を
、
本
巣
消

防
と
の
連
携
に
依
り
十
分
に
地
域

自
治
会
へ
説
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

　
火
災
が
発
生
し
初
期
消
火
が
必

要
な
と
き
、
地
域
住
民
の
対
応
が

で
き
な
い
の
で
は
。 

　   
 

消
火
機
能
を
十
分
発
揮
す
る 

た
め
に
は
、口
径
65
㎜
が
必
要 

　
土
川
・
総
務
部
長 

　
消
防
水
利
の
基
準
に
よ
り
「
消

火
栓
は
呼
称
65
㎜
の
口
径
を
有
す

る
も
の
で
、
直
径
1
5
0
㎜
以
上

の
管
に
取
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
あ
り
ま
す
。
新
た
に
設

置
す
る
場
合
は
、
口
径
65
㎜
と
し

て
い
ま
す
。 

　
昼
間
火
災
の
初
期
消
火
で
は
50

　
が
取
り
扱
い
易
い
と
思
い
ま
す
が
、

消
火
機
能
を
十
分
発
揮
す
る
た
め

に
は
65
㎜
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

従
っ
て
、
口
径
65
㎜
に
よ
る
自
主

防
災
組
織
の
訓
練
を
お
願
い
す
る

と
と
も
に
、
初
期
消
火
に
ご
協
力

を
お
ね
が
い
し
ま
す
。 

一
　
般
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三
島 

智
恵
子
議 

員 

遠
山 

利
美
議 

員 

合
併
し
て
よ
か
っ
た
と 

い
う
声
を
ど
う
評
価
す
る
か 

①
子
ど
も
の
医
療
費
が
、
8
歳
ま

　
で
無
料
に
な
っ
た
こ
と 

②
施
設
が
利
用
し
や
す
く
な
っ
た
こ
と 

③
広
い
地
域
の
人
の
知
恵
を
だ
し

　
あ
え
る
こ
と 

な
ど
の
声
を
、
ど
う
、
評
価
さ
れ
ま
す
か
。 

地
域
の
か
べ
が
取
れ
て
き
た

こ
と
は
喜
ば
し
い 　

内
藤
・
市
長 

　
広
い
地
域
の
人
の
知
恵
を
出
し

合
え
る
な
ど
の
意
見
は
、
旧
町
村

の
壁
が
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
る

効
果
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
市
民
の
活
動
意
欲
が
高
ま
る
よ

う
、
交
流
の
機
会
の
設
定
や
支
援

を
積
極
的
に
す
す
め
た
い
。 

 

職
員
へ
の
不
満
に
ど
う
対
処 

①
ビ
ジ
ネ
ス
そ
の
も
の
で
、
住
民

　
奉
仕
の
精
神
が
な
い
。 

②
あ
っ
ち
こ
っ
ち
た
ら
い
回
し
。 

③
幹
部
は
県
の
顔
色
う
か
が
い
ば

　
か
り
で
、
市
民
不
在
の
市
政
。 

な
ど
、
厳
し
い
声
が
聞
か
れ
ま
す
。 

　
ど
う
、
改
善
さ
れ
ま
す
か
。 

明
快
・
迅
速
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、 

市
民
視
点
に
立
っ
て
仕
事
を
進
め
る 

　
高
木
・
助
役  

検
診
方
法
に
改
善
の
余
地
は 

　
2
回
も
病
院
へ
行
か
ね
ば
な
ら

な
い
、
時
間
が
か
か
る
な
ど
、
検

診
に
不
満
が
出
て
い
ま
す
。
改
善
は
。 

委
託
先
と
も
検
討
し
、
ス
ム
ー

ズ
に
受
診
で
き
る
よ
う
努
め
る 

　
宇
野
・
健
康
福
祉
部
長  

敬
老
祝
い
、
薄
く
て
も
広
く
支
給
を 

　
「
電
車
が
な
く
な
り
、
バ
ス
も

不
便
で
、
病
院
へ
も
タ
ク
シ
ー
を

使
い
ま
す
。
せ
め
て
、
70
歳
以
上

全
員
に
敬
老
祝
い
を
」
と
い
う
声

に
こ
た
え
ま
す
か
。 

70
歳
以
上
の
方
は
、4
千
7
百
人
余
り
。
財
政
上 

も
無
理
で
す
。
ま
た
、少
額
で
は
喜
ば
れ
な
い
。 

　
宇
野
・
健
康
福
祉
部
長 

　
内
藤
・
市
長
　
　
　
　  

斎
場
建
設
、
総
合
病
院
建
設
の
見
通
し
は 

斎
場
建
設
は
、
総
合
計
画
で
検
討 

病
院
は
、
県
の
基
準
も
あ
り
無
理 

内
藤
・
市
長 

防
犯
と
安
全
対
策
は 

　
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
り
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
街
づ
く
り
は
、

行
政
の
最
も
重
要
な
施
策
で
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
大
型
交
番
の
設

置
、
防
犯
灯
の
増
設
、
住
民
組
織

自
治
会
と
の
連
携
、
幅
広
い
厚
み

の
あ
る
防
犯
体
制
づ
く
り
が
急
務

で
す
。 

　
公
用
車
の
青
色
回
転
灯
の
設
置

の
予
定
、
本
巣
市
と
し
て
新
た
な

防
犯
対
策
を
具
体
的
に
。 

               

市
内
の
安
全
対
策
を
強
化 

　
内
藤
・
市
長 

　
公
用
車
の
青
色
回
転
灯
の
設
置

は
前
向
き
に
検
討
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。 

　
今
後
、
北
方
警
察
署
及
び
管
内

防
犯
協
会
な
ど
の
協
調
や
市
民
と

協
働
し
、
市
内
の
安
全
対
策
を
強

化
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 

●一般質問● 
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中
村 

重
光
議 

員 

出
村 

宏
行
議 

員 

本
巣
浄
化
セ
ン
タ
ー
に 

長
屋
・
石
神
地
区
を
含
め
て
は 

　
本
巣
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
計
画
処

理
人
口
最
大
８
１
０
０
人
あ
り
長

屋
、
石
神
自
治
会
１
０
０
０
人
を

ふ
く
め
て
も
十
二
分
に
処
理
で
き

ま
す
。
財
政
上
の
問
題
を
考
え
る

と
旧
本
巣
町
に
隣
接
し
て
い
る
の

で
同
時
着
工
を
し
て
は
。 

　    

困
難
と
お
も
わ
れ
ま
す 

　
林
・
上
下
水
道
部
長 

　
本
巣
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
計
画
処

理
人
口
は
8
1
0
0
人
で
、
平
成

25
年
度
に
お
け
る
処
理
区
域
内
の

予
定
人
口
と
な
っ
て
い
ま
す
。
長

屋
地
区
8
2
0
人
、
石
神
地
区

2
3
0
人
を
本
巣
処
理
区
へ
編
入

す
る
と
処
理
区
域
内
人
口
は

7
8
6
0
人
で
、
計
画
処
理
人
口

へ
の
到
達
率
が
97
％
と
な
り
ま
す
。

計
画
処
理
人
口
が
目
標
年
度
以
前

に
到
達
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
困

難
と
お
も
わ
れ
ま
す
。
3
次
認
可

計
画
を
行
う
中
で
検
討
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。 

 

岐
阜
県
合
併
支
援
交
付
金 

変
更
は 

　
都
築
紡
績
の
跡
地
取
得
問
題
で 

①
市
と
県
と
ど
の
よ
う
に
打
ち
合

　
わ
せ
し
て
土
地
購
入
し
よ
う
と

　
し
た
の
か
。 

②
土
地
開
発
公
社
で
購
入
し
た
い

　
と
の
事
だ
が
財
源
の
対
応
は
。 

　    県
と
の
認
識
の
相
違 

　
内
藤
・
市
長 

　
合
併
市
町
村
支
援
交
付
金
の
充

当
事
業
に
つ
い
て
、
翌
年
度
以
降

の
事
業
実
施
の
証
し
と
な
る
「
工

場
跡
地
利
用
計
画
」
を
策
定
す
れ

ば
、
予
算
確
保
が
で
き
る
旨
の
指

導
が
あ
り
ま
し
た
。
県
で
も
７
億

円
の
予
算
が
要
求
さ
れ
た
の
で
、

十
分
採
択
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
し
た
。
　 

　
土
地
開
発
公
社
が
金
融
機
関
か

ら
借
入
金
に
よ
り
当
核
土
地
を
取

得
し
ま
す
。
そ
の
後
、
市
が
施
設

を
整
備
す
る
年
度
に
お
い
て
、
土

地
開
発
公
社
か
ら
そ
の
時
点
ま
で

の
利
子
を
含
め
、
買
い
戻
す
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

名
鉄
廃
線
に
伴
う 

軌
道
敷
地
利
用
計
画
は 

　
名
鉄
が
土
地
一
括
売
却
を
希
望

し
て
い
る
と
聞
き
ま
す
が
、
所
有

者
と
各
地
域
の
自
治
体
が
協
力
し

て
、
跡
地
の
有
効
利
用
が
で
き
る

よ
う
に
購
入
す
べ
き
で
す
。 

　
各
地
区
で
、
便
利
で
安
全
に
日

常
活
動
・
地
域
地
区
間
の
交
流
が

積
極
的
に
で
き
、
さ
ら
に
は
広
域

的
な
役
割
の
出
来
る
計
画
が
必
要

で
す
。
今
後
の
協
議
会
で
強
く
要

望
さ
れ
て
は
。 

              

調
査
研
究
を
し
ま
す 

　
高
橋
・
企
画
部
長 

　
沿
線
市
町
で
構
成
す
る
「
岐
阜

地
域
公
共
交
通
等
調
査
検
討
協
議

会
」
に
お
い
て
調
査
研
究
を
行
い
、

方
向
を
示
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

　
名
鉄
が
所
有
す
る
土
地
を
市
が

一
括
購
入
す
る
こ
と
が
基
本
と
な

っ
て
お
り
、
本
市
に
関
し
て
申
し

ま
す
と
、
市
内
に
名
鉄
が
所
有
す

る
土
地
は
約
4
1
,
5
0
0
㎡
で

あ
り
、
そ
の
土
地
を
12
年
度
の
固

定
資
産
評
価
額
で
売
却
し
た
い
と

の
こ
と
で
す
。 

一
　
般
　
質
　
問 

議会だより 2005年8月1日発行　第7号 本 巣 市 
●一般質問● 
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竹
中 

光
夫
議 

員 

林 

和
治
議 

員 

借
入
金
に
よ
る
土
地
購
入
は

延
期
す
べ
き
で
な
い
か 

　
県
か
ら
の
補
助
金
７
億
円
が
不

交
付
と
な
り
、
都
築
紡
積
跡
地
２

万
坪
の
購
入
計
画
を
借
入
金
に
変

更
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
巣
市
の
財

政
を
健
全
に
維
持
し
て
い
く
為
に
、

借
入
金
を
止
め
、
土
地
購
入
を
延

期
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 

旧
糸
貫
町
の
課
題
事
業
の 

推
進
の
為
購
入
を
し
ま
す 

　
溝
口
・
参
与 

　
都
築
紡
績
跡
地
購
入
は
、
旧
町

村
の
課
題
事
業
の
一
つ
と
し
て
、

新
市
に
引
き
継
い
だ
も
の
で
あ
り

購
入
を
し
ま
す
。
こ
れ
迄
議
会
に

於
い
て
十
分
説
明
し
、
17
年
度
予

算
審
議
に
於
い
て
議
会
の
議
決
を

得
て
い
ま
す
。 

　
今
回
こ
の
土
地
購
入
は
土
地
開

発
公
社
に
取
得
申
出
書
を
提
出
し
、

そ
こ
で
協
議
し
て
決
定
し
ま
す
。

市
と
し
て
は
事
業
が
決
定
次
第
順

次
買
い
戻
し
て
い
き
ま
す
。 

  

放
置
自
動
車
等
防
止
条
例
の

施
行
の
現
状
は 

　
本
年
４
月
か
ら
放
置
自
動
車
等

防
止
条
例
が
施
行
さ
れ
て
い
ま
す

が
現
在
の
状
況
と
そ
の
対
策
、
処

理
見
込
み
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
か
。 

 

条
例
に
基
づ
き
撤
去
し
ま
す 

　
服
部
・
建
設
部
長 

　
本
年
４
月
か
ら
現
在
ま
で
の
状

況
は
、
11
台
の
車
両
の
確
認
が
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
１
台
は
県
道
に

放
置
さ
れ
て
い
る
の
で
条
例
適
用

外
に
な
り
ま
す
。
１
台
は
盗
難
バ

イ
ク
の
為
持
ち
主
が
撤
去
済
。
残

り
９
台
は
撤
去
警
告
書
貼
り
付
け
、

内
６
台
は
所
有
者
が
判
明
し
た
為

撤
去
勧
告
書
を
送
付
し
て
い
ま
す

が
、
連
絡
は
あ
り
ま
せ
ん
し
撤
去

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
引
き
続
き
条

例
に
基
づ
き
手
続
き
を
進
め
対
処

し
ま
す
。 

砂
利
採
取
の
規
制
を
し
て
は 

　
砂
利
採
取
は
表
向
で
、
残
土
の

捨
て
場
に
利
用
す
る
為
に
、
砂
利

を
持
ち
出
す
道
路
は
悪
く
な
る
、

地
権
者
と
約
束
し
た
事
は
守
ら
な

い
、
６
月
20
日
に
な
っ
て
も
、
田

植
も
出
来
な
い
状
態
で
す
。 

　
か
か
る
不
正
（
不
良
）
の
業
者

を
規
制
す
る
条
例
を
市
と
し
て
制

定
す
る
事
は
出
来
ま
せ
ん
か
。 

                 

農
業
委
員
会
で
の 

一
時
転
用
許
可
審
議
及
び 

県
と
の
連
携
を
強
化
し
ま
す 

　
内
藤
・
市
長 

　
砂
利
採
取
事
業
は
、
砂
利
採
取

法
に
基
づ
い
て
県
知
事
の
許
可
で

行
わ
れ
ま
す
。
事
業
そ
の
も
の
を

規
制
す
る
条
例
は
市
と
し
て
制
定

で
き
ま
せ
ん
。 

　
市
と
し
て
は
、
市
民
の
安
全
、

健
康
、
福
祉
を
保
持
す
る
為
指
導

要
綱
を
設
け
、
市
・
地
元
自
治
会
・

業
者
と
の
３
者
に
よ
る
協
定
書
を

締
結
し
て
い
ま
す
。
今
年
よ
り
地

権
者
に
も
責
任
が
あ
る
こ
と
を
自

覚
し
て
も
ら
う
為
誓
約
書
を
頂
い

て
い
ま
す
。 

　
４
月
よ
り
市
の
職
員
が
毎
日
砂

利
採
取
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
現

場
の
現
状
把
握
に
つ
と
め
て
い
ま

す
。 

　
各
自
治
会
長
に
お
願
い
し
、
地

元
で
の
監
視
体
制
の
協
力
も
お
願

い
し
て
い
ま
す
。 

　
今
後
、
県
や
地
域
と
と
も
に
業

者
を
厳
し
く
指
導
・
監
督
し
て
い

き
ま
す
。 

●一般質問● 
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鵜
飼 

静
雄
議 

員 

浅
野 

英
彦
議 

員 

メ
ガ
モ
ー
ル
の 

ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
は 

中
止
の
申
し
入
れ
を 

　
メ
ガ
モ
ー
ル
に
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ 

ン
ト
（
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
）
が
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
約
束
違
反

で
あ
り
、
中
止
を
申
し
入
れ
る
べ

き
で
は
な
い
で
す
か
。 

 

要
請
し
ま
す 

　
溝
口
・
参
与 

 

桜
交
流
ラ
ン
ド
の 

経
営
改
善
計
画
策
定
を 

①
織
部
の
里
の
営
業
日
・
時
間
を

　
見
直
し
て
は
。 

②
交
流
ラ
ン
ド
は
「
開
業
以
来
最

　
大
の
赤
字
」
。
抜
本
的
な
経
営

　
改
善
計
画
を
作
る
べ
き
で
は
な

　
い
で
す
か
。 

 

抜
本
的
対
策
を
協
議 　

高
木
・
助
役 

①
理
事
会
等
で
検
討
し
ま
す
。 

②
事
態
の
改
善
に
向
け
、
抜
本
的

　
対
策
を
検
討
し
ま
す
。 

 

社
会
的
・
人
的
災
害
に
も 

国
保
の
減
免
規
定
を 

　
国
保
に
は
、
自
然
災
害
に
よ
る

被
害
に
は
減
免
が
規
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
失
業
や
病
気
な
ど
に
よ
る

困
窮
の
場
合
も
対
象
に
し
て
は
。 

 

い
ま
の
と
こ
ろ
現
行
で 

　
島
田
・
市
民
環
境
部
長 

 

障
が
い
者（
児
）見
舞
金
の 

制
度
変
更
の
説
明
と
理
解
を 

　
旧
糸
貫
町
に
あ
っ
た
制
度
が
、

存
続
し
て
い
ま
す
が
、
中
身
が
大

き
く
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
関
係
者

へ
の
周
知
と
理
解
は
。 

 

市
民
に
必
要
に
応
じ
た
対
応 

を
す
る
な
ど
努
力
し
ま
す
。 

　
宇
野
・
健
康
福
祉
部
長 

 

住
民
参
加
体
制
の
具
体
化
と 

推
進
を 

 

規
定
を
さ
だ
め
て
い
き
た
い 

　
内
藤
・
市
長 

本
巣
診
療
所
の 

今
後
の
維
持
は 

　
本
巣
北
地
域
の
市
民
は
、
診
療

所
の
存
続
に
つ
い
て
、
一
抹
の
不

安
を
感
じ
て
い
ま
す
。 

　
市
長
と
し
て
行
政
改
革
を
推
進

す
る
今
、
こ
の
施
設
に
対
し
て
、

ど
の
よ
う
な
考
え
方
及
び
方
針
を

持
っ
て
い
ま
す
か
。 

 

当
面
は
維
持
し
て
い
き
ま
す 

　
内
藤
・
市
長 

　
本
巣
診
療
所
は
、
昭
和
33
年
に

開
設
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

現
在
は
合
併
前
と
同
じ
内
容
で
運

営
し
て
小
規
模
な
が
ら
地
域
の
医

療
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。 

　
今
後
は
、
根
尾
診
療
所
も
含
め

行
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
ま
す
の

で
、
そ
の
中
で
検
討
を
し
て
行
く

事
に
な
り
ま
す
。 

　
２
つ
の
診
療
所
の
財
政
負
担
が

過
重
と
な
っ
て
い
る
の
も
事
実
で

す
が
、
当
面
現
体
制
を
維
持
し
て

い
き
ま
す
。 

  

本
巣
地
域
の 

公
園
整
備
の
予
定
は 

　
本
巣
地
域
は
、
公
園
整
備
事
業

が
他
地
域
よ
り
遅
れ
て
い
る
様
に

思
い
ま
す
。 

　
今
後
ど
の
よ
う
な
計
画
で
公
園

整
備
を
進
め
ら
れ
る
方
針
で
す
か
。 

 

地
域
の
要
望
等
を 

参
酌
し
な
が
ら
検
討
し
ま
す 

　
高
橋
・
企
画
部
長 

　
淡
墨
公
園
、
文
殊
の
森
公
園
の

よ
う
な
大
き
な
公
園
か
ら
、
都
市

公
園
や
地
域
公
園
な
ど
多
様
に
あ

り
ま
す
。 

　
新
市
建
設
計
画
の
中
で
、
快
適

で
質
の
高
い
生
活
環
境
を
創
出
し

て
い
く
為
に
必
要
な
施
設
で
す
。 

　
今
後
の
地
域
公
園
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
住
民
の
人
数
や
立
地
、

地
域
の
要
望
等
聞
き
な
が
ら
適
宜

検
討
し
ま
す
。 

一
　
般
　
質
　
問 

議会だより 2005年8月1日発行　第7号 本 巣 市 
●一般質問● 



16

議会だより 2005年8月1日発行　第7号 本 巣 市 
●補正予算決まる● 

議
会
議
員 

活
動
日
誌 

場
　
所 

内
　
容 

◎ 教育費 
　○ 教育センター関係 
　　 心のサポーター（相談員） 
　　  設置（本巣小、席田小）  
       スクーリング・サポート・ネットワーク整備　等々 
　　（地域ぐるみのサポートシステム）　　　　     356万円 
　○ 山口地区ゲートボール場用地取得費等　　  1,783万円 
 
◎農業集落排水特別会計補正予算……2億7,320万円（全員賛成） 
　 ＊主に真正地区の事業費増 
 
◎水道事業会計補正予算………………………217万円（全員賛成） 
　 ＊真正地区農業集落排水に伴う拡張工事等 
 
◎市税条例の一部改正（賛成４４、反対３） 
　 ＊６５歳以上の個人住民税非課税措置の廃止等 
 
◎消防団員公務災害補償条例の一部改正（全員賛成） 
　 ＊補償基準の見直し 
 
◎工事請負契約（真正地区農業集落排水）2件（賛成４４、反対３） 
　○ 処理場建設工事　 1億8,690万円　上村建設（株） 
　○ 機械設備工事　　 5億8,695万円　東武産業（株） 

5
月
9
日（
月
） 

10
日（
火
） 

11
日（
水
） 

12
日（
木
）  

13
日（
金
） 

15
日（
日
） 

18
日（
水
）  

19
日（
木
）・
20
日（
金
） 

20
日（
金
） 

22
日（
日
） 

23
日（
月
）  

24
日（
火
） 

 

25
日（
水
） 

26
日（
木
） 

30
日（
月
） 

31
日（
火
） 

6
月
1
日（
水
） 

4
日（
土
） 

5
日（
日
）  

6
日（
月
）  

8
日（
水
） 

12
日（
日
） 

14
日（
火
）    本

巣
市
民
文
化
ホ
ー
ル
 

本
巣
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
 

花
フ
ェ
ス
タ
記
念
公
園
 

糸
貫
ぬ
く
も
り
の
里
 

  花
フ
ェ
ス
タ
記
念
公
園
 

美
濃
市
　
マ
リ
ー
バ
ル
石
金
 

糸
貫
中
学
校
 

本
巣
消
防
事
務
組
合
本
部
 

大
垣
フ
ォ
ー
ラ
ム
ホ
テ
ル
 

糸
貫
分
庁
舎
 

 東
京
都
　
日
比
谷
公
会
堂
 

東
京
都
　
全
国
都
市
会
館
 

本
巣
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
 

 新
潟
県
十
日
町
市
な
ど
 

ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
 

大
野
橋
下
流
 

ど
ん
ぐ
り
村
福
祉
工
場
 

 本
巣
消
防
事
務
組
合
本
部
 

 岐
阜
観
光
ホ
テ
ル
　
十
八
楼
 

 

文
教
常
任
委
員
会
協
議
会
 

環
境
福
祉
常
任
委
員
会
協
議
会
 

産
業
建
設
常
任
委
員
会
協
議
会
 

平
成
17
年
度
本
巣
市
学
校
教
育
研
究
会
 
総
会
 

本
巣
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
役
員
会
 

ジ
ャ
パ
ン
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
0
5
ぎ
ふ
　
開
会
式
 

本
巣
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
 
総
会
 

議
会
全
員
協
議
会
 

西
部
連
絡
道
路
建
設
特
別
委
員
会
 

花
フ
ェ
ス
タ
「
本
巣
市
の
日
」
 

中
濃
六
市
議
会
議
長
会
議
 

本
巣
市
消
防
操
法
大
会
 

本
巣
消
防
事
務
組
合
議
会
臨
時
会
 

揖
斐
川
流
域
住
民
の
生
命
と
生
活
を
守
る
市
町
村
連
合
　
総
会
 

4
農
業
委
員
会
統
合
に
よ
る
新
し
い
 

　
委
員
会
の
設
置
に
か
か
る
検
討
会
 

第
81
回
全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会
 

市
議
会
議
員
共
済
会
　
第
89
回
代
議
員
会
 

第
6
回
本
巣
地
域
情
報
化
計
画
検
討
委
員
会
 

本
巣
市
土
地
開
発
公
社
理
事
会
 

総
務
常
任
委
員
会
　
視
察
研
修（
〜
3
日
ま
で
） 

花
と
ほ
た
る
祭
り
 

本
巣
市
水
防
演
習
 

第
2
回
ど
ん
ぐ
り
村
福
祉
工
場
祭
り
 

議
会
運
営
委
員
会
 

本
巣
消
防
事
務
組
合
旧
穂
積
地
区
加
入
検
討
委
員
会
 

県
道
関
・
本
巣
線
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
　
監
査
 

平
成
17
年
度
根
尾
を
語
る
会
　
総
会
 

平
成
17
年
第
2
回
本
巣
市
議
会
定
例
会
　
1
日
目
 

真正浄化センター工事現場 
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補正予算決まる 
今議会で決まった主な議案をお知らせします 

◎一般会計補正予算…△7億2463万円（賛成46、反対1） 
主な内容 

議会だより 2005年8月1日発行　第7号 本 巣 市 
●補正予算決まる● 

◎ 歳　入 
　県合併市町村支援交付金　　　　　　　△2億7,454万円 
　合併特例債　　　　　　　　　　　　　△4億　290万円 
　（解説）当初予算で都築紡績跡地用地取得費用７億７５００万円を計上していました。 
　　　　 そのうち７億円は県の合併支援交付金を充てる計画でした。 
                しかしその後、県から支援交付金の対象事業にならないとされたため、用地取得は土地開発公社に委託し、 
               支援交付金のうち４億２４１８万円は防災行政無線整備事業に、残りを減額するもの。 
               それにしたがって防災行政無線整備に充当する予定だった合併特例債を減額するものです。 

◎ 土木費 
　○ 道路維持補修費　　　　　　　　　　　　　 　　　800万円 
　○ 道路新設改良事業費（根尾大井）　　　　　　　　　 611万円 
　○ 用悪水路整備事業費　　　　　　　　　　　　　　 400万円 
　○ 公園遊具・外灯等の修繕（真正）　　　　　　  　　　150万円 
　○ 西部連絡道路関係 
　　　土地購入費　　　　　　　　　　　     　　　△4,080万円 
　　　用地測量委託料　　　　　　　　　　　 　　　 1,260万円 
　　　物件移転等補償費調査委託料　　　　　  　　　2,179万円 
　　　土地評価委託料ほか　　                        　　　　620万円 
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多彩な活動に取り組んでいる 
「どろんこ探検隊」（平成11年に発足）を紹介します。 

自然観察をする隊員たち 

釣り体験…ただひとり魚をゲット！ 

はにわ作りに挑戦 

○市内の自然観察調査を通して、実態を把握する。 
○自然の復活（改善）の推進。 
○自然、生物との触れあいの場づくり。 
○地域の歴史を研究し、文化の変遷・先人の功績等 
　から過去の糸貫の姿を把握し、今後のあるべき姿を 

　研究。 

こんな活動を 
しています 

事務所　本巣市屋井936-1　寺町  茂 


